















































































































































































































































































































示す表現が用いられている。また「真新しい１スー」（un sou bien neuf），「習慣の皮
質を取りのぞいた魂」（l’âme limée et débarrassée de sa gangue d’habitudes），「かくも新














































































た出かけ走っていく」（l’enfant repart et court），「子どもは進んで行く」（l’enfant
avance）と並行して自然界の事物の動きがある。影や風は生き物のように「夜の洞穴
を通り」（passent dans des trous de nuit），木々は人間のように行動する。「松の木は不
安にかられ，柏の木はぶつぶつ言い，歯ぎしりをして顔をしかめる」（Le pin s’inquiète
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